









容をさらに発展させ、平成 24年度から「Kitakyushu Global Pioneers（以下、KGP）」
として体系的なグローバル人材育成のためのプログラムを展開している。本稿の目






































SUPの効果の検討に先立って、平成 26 年度入学生の全学的な TOEICスコアの状
況について学部・学科別に概観する。











































【表 1】 学部・学科別 TOEIC スコアの分布
1 学期 TOEICスコア 2学期 TOEICスコア TOEICスコアの変化
学生数 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差 N
外国語学部 249 557.5 127.9 222 590.2 127.1 203 30.6 75.5 192
　英米学科 115 610.9 125.9 102 643.0 124.6 99 28.7 72.9 91
　中国学科 53 498.6 122.3 49 521.1 105.5 38 33.8 89.6 37
　国際関係学科 81 521.4 103.0 71 551.0 109.0 66 31.3 71.4 64
経済学部 306 350.2 103.5 296 371.3 105.4 272 21.1 71.9 270
　経済学科 155 357.2 104.6 148 376.8 109.4 137 20.3 70.7 136
　経営情報学科 151 343.2 102.2 148 365.7 101.2 135 21.8 73.3 134
文学部 235 409.3 100.6 224 441.9 98.5 215 32.8 68.8 210
　比較文化学科 149 419.8 100.2 142 451.6 91.4 140 33.0 70.2 136
　人間関係学科 86 391.2 99.3 82 423.7 108.9 75 32.6 66.7 74
法学部 279 351.0 98.1 268 382.1 99.0 256 28.4 75.4 252
　法律学科 195 351.6 101.0 191 381.8 102.1 179 27.8 75.8 178
　政策科学科 84 349.2 91.3 77 382.7 91.9 77 29.6 74.9 74
地域創生学群 94 － － 6 － － 6 － － 5
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　次に、学部・学科ごとの 2学期の TOEICスコアについても 1学期と同様に検討
する。学部間で 2学期の TOEICスコアの平均に差があるか分散分析で検討すると




見られ (F(8, 937)=83.792, p<0.000)、Tukey HSD法による多重比較では全体の水準




も検討しておく。各学生の 2学期 TOEICスコアから 1学期 TOEICスコアを引いた
差について学部・学科ごとの平均を分散分析で検討すると、学部間でも学科間でも









ね 20 ポイントから 30 ポイント程度高いようにみえる。そこで、学年全体および
学部・学科ごとに、1学期と 2学期の TOEICスコアの平均に差があるかを t検定で






















































































外国語学部 249 162 155 143 55 34
　　英米学科 115 93 90 80 25 14
　　中国学科 53 26 24 24 7 4
　　国際関係学科 81 43 41 39 23 16
経済学部 306 84 84 59 19 14
　　経済学科 155 34 34 28 10 8
　　経営情報学科 151 50 50 31 9 6
文学部 235 68 68 63 41 24
　　比較文化学科 149 44 44 40 27 11
　　人間関係学科 86 24 24 23 14 13
法学部 279 57 57 53 23 16
　　法律学科 195 33 33 29 12 10
　　政策科学科 84 24 24 24 11 6
地域創生学群 94 3 3 3 2 1





















　KGPには修了認定を行うプログラムとして、副専攻となる Global Education 
Program（以下、GEP）と主専攻の範囲内で修了できる Global Standard Program（以下、
GSP）が用意されているが、前者の定員は 50名、後者の定員は 130 名となっている。
この数値を基準とすれば、SUPの修了者が約 90名というのは、やや心許ない数値
であるといえる。この 2年生以降のプログラムの定員数をさしあたっての目標値と
するならば、1学期 SUPの申請者数が約 370 名であることから、そこから概ね半
数程度を SUPの修了までもっていくことが目安になるだろう。だとすれば、現状























　図 1、図 2には、1学期 SUPと 2学期 SUPについて、時間の経過とともにどの
ように学生が離脱していくのか、すなわちどれだけ離脱せずに「生存」しているの
かを示す「生存関数」をカプラン・マイヤー法によって推定し、その様子を図示し
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【図 1】 1 学期 SUP の「生存関数」
【図 2】 2 学期 SUP の「生存関数」
－ 26 －
西出　　崇　・　永末　康介










































【表 4】 SUP から離脱するまでの時間に関する離散時間ロジットモデルによる分析
1 学期 SUP 2 学期 SUP
偏回帰係数 B exp(B) 標準誤差 偏回帰係数 B exp(B) 標準誤差
経過週（Ref.	第 3週）
第 1週 -1.024 * 0.359 0.564 5.170 *** 175.966 0.719
第 2週 0.199 1.220 0.381 0.512 1.668 1.007
第 4週 0.229 1.257 0.390 1.257 3.514 0.874
第 5週 0.359 1.432 0.382 -0.115 0.891 1.230
第 6週 0.028 1.028 0.424 -0.105 0.901 1.230
第 7週 0.066 1.068 0.425 1.552 * 4.720 0.845
第 8週 -0.158 0.854 0.461 0.641 1.899 1.007
第 9週 0.437 1.548 0.391 1.079 2.942 0.921
第 10週 0.658 * 1.932 0.376 1.394 4.031 0.875
第 11週 1.863 *** 6.445 0.312 0.019 1.020 1.231
第 12週 1.440 * 4.222 0.875
第 13週 2.842 *** 17.142 0.767
学部（Ref.	外国語学部）
文学部 -0.300 0.741 0.265 -0.670 ** 0.512 0.263
経済学部 -0.130 0.879 0.275 0.027 1.027 0.286
法学部 -0.637 ** 0.529 0.311 -0.385 0.681 0.299
性別（男性ダミー） 0.152 1.164 0.189 0.251 1.285 0.201
レベル（Ref.	初級）
基礎 -0.276 0.759 0.285 0.467 ** 1.595 0.236
中級 -0.223 0.800 0.280 -0.157 0.855 0.257
上級 -0.245 0.783 0.336 0.280 1.324 0.353
























⃝	 1 年生の 1学期の段階でいかにグローバル人材育成に向けた動機づけを行う
かが課題である
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4. SUP への参加状況と TOEIC スコアの関係




【表 5】 SUP 受講状況別の TOEIC スコア平均
1 学期 TOEICスコア 2学期 TOEICスコア TOEICスコアの変化
平均 標準偏差 N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差 N
履修なし 370.0 114.5 700 393.7 114.6 643 24.8 72.8 630
履修あり 494.9 136.6 316 526.1 134.2 309 33.2 73.0 299
1 学期 SUP履修 498.4 136.4 307 528.6 134.9 301 32.1 72.8 291
　1学期欠席 2回まで 493.7 128.8 199 534.0 131.0 194 41.9 71.1 191
　1学期欠席 3回以上 507.0 149.8 108 518.6 141.7 107 13.2 72.5 100
2 学期 SUP履修 504.3 129.2 138 548.1 124.4 130 49.8 75.2 129
　2学期欠席 2回まで 486.5 118.3 97 541.3 119.5 95 58.3 74.8 94
　2学期欠席 3回以上 546.5 145.0 41 566.6 137.1 35 27.0 72.3 35
修了 493.0 116.3 88 548.1 121.3 86 58.8 74.6 85
　はじめに、1 学期の TOEICスコアと SUPとの関係についてみる。1 学期の
TOEICテストの受験時期は 1学期の終盤であるが、この TOEICスコアを初期値と




も SUPを履修していない学生の 1学期 TOEICスコアの平均が 370.0 ポイントであ
るのに対して、両学期のいずれかのプログラムを履修した者の平均は 494.9 ポイン











　では次に、1学期 SUPを履修した者について、出席回数と 1学期 TOEICスコア
との関係を検討する。まず、出席回数と 1学期 TOEICスコアとの関係をみると、
両者の間には有意な相関は見られない (Pearson’s R=0.020, p<0.723)。また、SUPの
修了の要件である 1学期 SUPの欠席回数が 2回以内の学生の 1学期 TOEICスコア
の平均は 493.7 ポイントであるのに対して、欠席が 3回以上の学生の平均は 507.0
ポイントとなり、単純な数値だけを見れば、むしろきちんと出席している学生の平
均スコアの方が低い。ただし、両者の 1学期 TOEICスコアの平均には統計的に有
意な差はなく (t=0.816, df=305, p<0.415)、誤差の範囲である。これを踏まえて次に、
2学期 SUPへの出席状況別に 1学期 TOEICスコアを比較すると、SUPに参加する
者の特徴の一端が見えてくる。
　夏期休暇を経て 2学期の SUPに参加する者は大幅に減少するが、2学期 SUPの
履修者は 1学期 SUPに比べれば途中で離脱することなく最後まで継続して受講す
る傾向にある。2学期 SUP履修者のうち 1学期 TOEICスコアのデータが存在する
者が 138 名いるが、そのうち 97名が欠席回数 2回以内の者で、3回以上欠席した
のが41名である。この2つのグループで1学期 TOEICスコアの平均を比較すると、
前者は 486.5 ポイントであるのに対して後者は 546.5 ポイントとなり、t検定で検討
















































　1学期 SUP履修者の TOEICスコアの平均的な伸びは、表 5に示す通り 32.1 ポイ
ントであるが、そのうち欠席回数が 2回以内の者では TOEICスコアの平均的な伸
びが41.9ポイントで、3回以上欠席した者では13.2ポイントと大きな差がみられる。
この差を t検定で検討すると有意な差が確認でき (t=-3.252, df=289, p<0.001)、1学
期 SUPを最後まで受講した者は途中で離脱した者よりも明らかに TOEICスコアが





の TOEICスコアの平均的な伸びは 49.8 ポイントであり、このうち欠席回数が 2回
以内の者では 58.3 ポイント、欠席回数が 3回以上の者では 27.0 ポイントとなる。
先ほどと同様に、欠席回数のグループで分けて両者の TOEICスコアの伸びの平均
を t検定で比較すると、両者には有意な差が確認できる (t=-2.132, df=127, p<0.035)。







　最後に、両学期ともに SUPの欠席回数が 2回以下の修了者では TOEICスコア
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するよりも最後まで受講する方が TOEICスコアは伸びており、2学期 SUPを履修






して履修する GEPの Global Business Courseで 1年生終了時に 600 ポイント以上、
Global Studies Courseで 550 ポイント以上、主専攻の範囲内で履修する GSPで 470
ポイント以上の TOEICスコアを有していることを申請要件としている。SUP修
了者の 2学期の TOEICスコアの平均値は約 550 ポイントであるが、これは Global 
















が伸びていることが明らかになった。他方で、表 5における SUP修了者の TOEIC
－ 34 －
西出　　崇　・　永末　康介







































イントのスコア向上でも、当初のスコアが 200 ポイントの者が 300 ポイントにな

























co.jp/jjapanese/jjtoeic.html（プロリンガ）、http://souspeak.com/price/time/（South Speak English 
Institute Inc.）など、語学研修企業のWeb ページにこのような資料を見ることができる（い















と、4つのレベルの間に有意な差は見られない (F(3, 288)=0.901, p<0.441)。つまり、
【表 6】 TOEIC スコアの伸びを目的変数とした重回帰分析
ベータ 標準誤差
SUP出席回数 0.243 *** 0.056
1 学期 TOEICスコア － 0.573 *** 0.081
1 学期 SUPレベル (Ref. 初級 )
　　基礎 － 0.568 *** 0.180
　　中級 － 0.003 0.189
　　上級 0.518 * 0.264





　　経済学科 － 0.213 0.233
　　経営情報学科 － 0.195 0.234
　　人間関係学科 0.155 0.243
　　法律学科 － 0.046 0.227
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